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虎の門病院の電子カルテではよく使うコメントを定型文として登録して選択できる機能（以下図②）やコメント入力を行ったかの確認

を行った上で処方確定を行うフロー（以下図③）になっています。このことにより医師・歯科医師はコメント入力の時間短縮が可能か

つ、処方箋を受ける調剤薬局の薬剤師は医師の処方意図が確認できるようになり、疑義照会削減や他の業務に注力できるようになりま

す。

POINT: よく使う薬局向けのコメントを定型文として登録可能とし、入力をスムーズに！

アラート発生時の薬局向けコメント入力の
工夫によって業務効率化！

【参考】虎の門病院（東京都港区）

②そのまま処方を続ける場合、薬局向けに処方意図を記録し、処方登録を実施

※重複投薬等チェックの結果を踏まえ、そのまま
処方を続ける場合に、薬剤師向けに処方意図を
コメントとして残すことが出来ます。

POINT: さらに薬局向けコメントが入力されたか等のチェックを処方確定前に行うことで、薬局へ

の情報共有を確実に。疑義照会を削減し、業務効率化へ！

①重複投薬等チェック ※過去の薬剤情報閲覧や患者に服薬状況などのヒアリングを行う

③コメント入力済みを確認の上、処方確定

院外処方入力

承知理由入力

よく使うコメントを、定型文として
事前に登録することで入力手間削減

※患者の同意がある場合は重複している薬や

処方医療機関等の情報も確認することが出来ます。


